
「大バビロンが倒れた」           2019 年 09 月 24 日 

ヨハネの黙示録 18 章 1 節～8 節 その後、わたしは、大きな権威を持っている別の天 

使が、天から降って来るのを見た。地上はその栄光によって輝いた。天使は力強い声で叫

んだ。「倒れた。大バビロンが倒れた。そして、そこは悪霊どもの住みか、／あらゆる汚

れた霊の巣窟、／あらゆる汚れた鳥の巣窟、／あらゆる汚れた忌まわしい獣の巣窟となっ

た。すべての国の民は、／怒りを招く彼女のみだらな行いのぶどう酒を飲み、／地上の王

たちは、彼女とみだらなことをし、／地上の商人たちは、／彼女の豪勢なぜいたくによっ

て／富を築いたからである。」わたしはまた、天から別の声がこう言うのを聞いた。「わ

たしの民よ、彼女から離れ去れ。その罪に加わったり、／その災いに巻き込まれたりしな

いようにせよ。彼女の罪は積み重なって天にまで届き、／神はその不義を覚えておられる

からである。彼女がしたとおりに、／彼女に仕返しせよ、／彼女の仕業に応じ、倍にして

返せ。彼女が注いだ杯に、／その倍も注いでやれ。彼女がおごり高ぶって、／ぜいたくに

暮らしていたのと、／同じだけの苦しみと悲しみを、／彼女に与えよ。彼女は心の中でこ

う言っているからである。『わたしは、女王の座に着いており、／やもめなどではない。

決して悲しい目に遭いはしない。』それゆえ、一日のうちに、さまざまの災いが、／死と

悲しみと飢えとが彼女を襲う。また、彼女は火で焼かれる。彼女を裁く神は、／力ある主

だからである。」 

 

ヨハネはその後、「大きな権威を持っている別の天使が、天から降って来るのを見た。」 

天使によって、地上は神の栄光によって輝いた。天使は力強い声で、「倒れた。大バビロ

ンが倒れた。そして、そこは悪霊どもの住みか、あらゆる汚れた霊の巣窟、あらゆる汚れ

た鳥の巣窟、あらゆる汚れた忌まわしい獣の巣窟となった」と叫んだ。大バビロン、即ち

ローマ帝国は内部の腐敗によって倒れた。天使の宣言であるが、「著者」ヨハネの見た幻

である。一世紀末のローマ帝国は、地中海一帯を統治、支配下においていた。誰の目にも

向かうところ敵なしの権力と繁栄を誇っていて、倒れるなどと予想する者はいなかった。

しかし、天地を創造し、世界を支配する全能の神を信じ、神の栄光の輝きを見るヨハネに

はローマ帝国の滅亡が見えた。ローマ帝国が倒れる理由を、「すべての国の民は、怒りを

招く彼女のみだらな行いのぶどう酒を飲み、地上の王たちは、彼女とみだらなことをし、

地上の商人たちは、彼女の豪勢なぜいたくによって 富を築いたからである」と、民は権

力にすり寄り、人間否定の暴虐に染まり、権力者は不法不正な富を搾取したと言っている。 

ヨハネはまた、天から別の声が、「わたしの民よ、彼女から離れ去れ。その罪に加わっ

たり、その災いに巻き込まれたりしないようにせよ。彼女の罪は積み重なって天にまで届

き、神はその不義を覚えておられるからである」と言うのを聞いた。まずは、彼女から離

れ、逃げよと勧める。ローマ帝国の罪は天にまで届き、神は不義を覚えておられるからで

ある。次に、彼女がした通りに仕返しをせよ、彼女の仕業に応じ、倍にして返せ。彼女が

注いだ杯に、その倍も注いでやれ。彼女が驕り高ぶって、贅沢に暮らしていたのと、同じ

だけの苦しみと悲しみを、彼女に与えよと勧める。彼女はあくまでも力を誇る。その傲慢

のゆえに、「一日のうちに、さまざまの災いが、死と悲しみと飢えとが彼女を襲う。また、

彼女は火で焼かれる。」ローマ帝国を裁き、滅ぼす神は真に力ある主であるからである。

愛と真実を貫かれる全能の神を信じる者の視点である。 


